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議
会
運
営
委
員
会

委
員
長　

今　

吉　

賢　

二

副
委
員
長　

山　

下　

つ
き
み

委　

員　

蔵　

元　

慎　

一

　
　
　
　

塗　

木　

弘　

幸

　
　
　
　

田　

畑　

浩
一
郎

　
　
　
　

深　

町　

幸　

子

　
　
　
　

伊
瀬
知　

正　

人

　

議
会
運
営
委
員
会
は
、
議

会
の
運
営
、
議
会
の
会
議
規

則
、
委
員
会
条
例
な
ど
に
関

す
る
事
項
及
び
議
長
の
諮
問

に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
調

査
・
審
査
を
行
い
ま
す
。

議
長
・
副
議
長
　
選
出

九
州
市
議
会
議
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。
誠
に
、
責
任

の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

も
と
よ
り
浅
学
非
才
で
は

あ
り
ま
す
が
、
議
員
各
位
の

ご
協
力
ご
支
援
を
い
た
だ
き

な
が
ら
円
滑
な
議
会
運
営
に

努
め
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

議
会
は
、
意
思
決
定
機
関

と
し
て
の
役
割
と
市
の
行
財

政
運
営
を
監
視
す
る
機
関
と

し
て
の
役
割
を
果
た
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
、
提
言
、
提
案
の
充
実

と
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強
化
を

図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
徹
底

し
た
情
報
の
公
開
に
よ
る
市

民
の
皆
様
と
の
情
報
の
共
有

化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
皆

様
の
付
託
に
応
え
ら
れ
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
原
点
で
あ
り
ま

す
「
議
会
は
言
論
の
府
」
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
ず

に
、
議
場
に
お
い
て
議
論
を

深
め
な
が
ら
市
民
に
開
か
れ

た
議
会
を
目
指
し
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
は
、
今
年
市
制
５
周

年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
し

た
が
、
本
市
を
取
り
巻
く
社

会
状
況
は
大
変
厳
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
結
束

し
て
乗
り
越
え
る
た
め
に
、

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
こ

れ
ま
で
以
上
に
市
民
の
融
和

と
均
衡
あ
る
発
展
に
尽
く
し

て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
率

直
な
ご
意
見
や
ご
要
望
な
ど

を
ぜ
ひ
議
員
の
耳
に
お
届
け

い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　

最
後
に
、
今
後
と
も
「
議

会
だ
よ
り
」
の
一
層
の
ご
愛

読
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
と

と
も
に
、
市
民
の
皆
様
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

今
　
吉
　
賢 

二
副
議
長

森
　
田
　
隆
　
志

議
　
長

　

議
長
就
任
に
あ
た
り
、
一

言
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
議
員
の
皆
様

の
ご
指
示
を
い
た
だ
き
、
南

新議会スタート

議
長
あ
い
さ
つ

　

南
九
州
市
と
な
っ
て
２
回
目
の
市
議
会
議
員
の
選
挙
で
22
人
の
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

初
議
会
は
12
月
27
日
か
ら
、
１
月
６
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
、
議
長
、
副
議
長
の
選
挙
、

常
任
委
員
、
議
会
運
営
委
員
の
選
任
及
び
補
正
予
算
、
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
な
ど
、
原

案
ど
お
り
可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
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常任委員会の構成決まる。

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長　

山　

下　

つ
き
み

副
委
員
長　

田　

畑　

浩
一
郎

委　

員　

蓮　

子　

幹　

夫

　
　
　
　

亀　

甲　

俊　

博

　
　
　
　

東　
　
　

兼　

喜

　
　
　
　

菊　

永　

忠　

行

　
　
　
　

満　

留　

秀　

昭

　
　
　
　

今　

吉　

賢　

二

　

総
務
常
任
委
員
会
は
、
議

会
事
務
局
・
総
務
部
・
会
計

課
・
選
挙
管
理
委
員
会
及
び

監
査
委
員
の
所
管
に
関
す
る

事
項
並
び
に
他
の
常
任
委
員

会
の
所
管
に
属
さ
な
い
事
項

に
つ
い
て
調
査
・
審
査
を
行

い
ま
す
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長　

蔵　

元　

慎　

一

副
委
員
長　

深　

町　

幸　

子

委　

員　

内　

園　

知
恵
子

　
　
　
　

吉　

永　

賢　

三

　
　
　
　

加
治
佐　

民　

生

　
　
　
　

峯　

苫　

勝　

範

　
　
　
　

浜　

田　

茂　

久

　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

は
、
市
民
福
祉
部
及
び
教
育

委
員
会
の
所
管
に
関
す
る
事

項
に
つ
い
て
調
査
・
審
査
を

行
い
ま
す
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　

塗　

木　

弘　

幸

副
委
員
長　

伊
瀬
知　

正　

人

委　

員　

西　
　
　

次　

雄

　
　
　
　

松
久
保　

正　

毅

　
　
　
　

下　

窪　

一　

輝

　
　
　
　

竹　

迫　
　
　

毅

　
　
　
　

森　

田　

隆　

志

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

は
、
農
林
水
産
部
・
建
設
部

及
び
農
業
委
員
会
事
務
局
の

所
管
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
調
査
・
審
査
を
行
い
ま
す
。

◆
南
薩
介
護
保
険
事
務
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
枕
崎
市　

南
さ
つ
ま
市　

南
九
州
市
）

　

森
田
隆
志　

今
吉
賢
二　

蔵
元
慎
一　

深
町
幸
子

　

介
護
保
険
法
の
規
定
に
基
づ
く
介
護
認
定
審
査
会
の
審
査
判

定
業
務
並
び
に
要
介
護
認
定
及
び
要
支
援
認
定
に
関
す
る
事
務

◆
南
薩
地
区
消
防
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
枕
崎
市　

南
さ
つ
ま
市　

南
九
州
市
）

　

森
田
隆
志　

山
下
つ
き
み　

田
畑
浩
一
郎

　

消
防
に
関
す
る
事
務

◆
指
宿
地
区
消
防
組
合
（
指
宿
市　

南
九
州
市
）

　

森
田
隆
志　

山
下
つ
き
み

　

消
防
に
関
す
る
事
務

◆
南
薩
地
区
衛
生
管
理
組
合

　
　
　
　
　
（
枕
崎
市　

日
置
市　

南
さ
つ
ま
市　

南
九
州
市
）

　

森
田
隆
志　

蔵
元
慎
一　

深
町
幸
子

　

ご
み
・
し
尿
処
理
施
設
の
設
置
及
び
管
理
運
営

　

し
尿
な
ど
の
く
み
取
り
・
火
葬
場
の
設
置
及
び
管
理
運
営

◆
指
宿
広
域
市
町
村
圏
組
合
（
指
宿
市　

南
九
州
市
）

　

森
田
隆
志　

蔵
元
慎
一

　

ご
み
・
し
尿
処
理
施
設
の
設
置
及
び
管
理
運
営

　

一
部
事
務
組
合
は
、
行
政
の
能
率
化
・
効
率
化
を
図
る
た
め
、

特
定
の
事
務
を
関
係
の
市
町
村
で
共
同
処
理
す
る
。

　

一
部
事
務
組
合
議
会
の
議
員

　
　
　
　
　
　
　（
　
）
内
は
、
構
成
団
体
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◆
教
育
委
員
会
委
員
◆

永
﨑　

髙
尚　

氏

　
　
　
　
　
　

知
覧
町　

郡

任
期　

24
年
１
月
８
日
か
ら

　
　
　

28
年
１
月
７
日
ま
で

池
畠　
　

薫　

氏

　
　
　
　
　

川
辺
町　

野
崎

任
期　

24
年
１
月
８
日
か
ら

　
　
　

28
年
１
月
７
日
ま
で

◆
監
査
委
員
◆

福
吉　

良
夫　

氏

　
　
　
　
　
　

頴
娃
町　

郡

任
期　

24
年
１
月
７
日
か
ら

　
　
　

28
年
１
月
６
日
ま
で

満
留　

秀
昭　

氏

　
　
　
　
　

川
辺
町　

清
水

任
期　

24
年
１
月
７
日
か
ら

　
　
　

27
年
12
月
22
日
ま
で

◆
農
業
委
員
会
委
員
◆

（
議
会
推
薦
）

松
久
保　

正
毅　

氏

　
　
　
　
　

知
覧
町　

西
元

任
期　

24
年
１
月
６
日
か
ら

　
　
　

26
年
７
月
19
日
ま
で

人
　
事
　
案
　
件

補
正
予
算

総

務

費

○
一
般
管
理
費（
一
般
経
費
）

　
　
　
　
　
　

３
３
４
万
円

　

平
成
２０
年
度
地
方
道
路
整

備
臨
時
交
付
金
事
業
（
大
川

門
之
浦
線
）
の
事
業
費
の
一

部
が
国
庫
補
助
金
を
受
け
ら

れ
な
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
に

関
す
る
行
政
事
件
訴
訟
の
第

１
審
判
決
が
、「
原
告
の
請

求
は
棄
却
」
と
な
り
、
原
告

が
控
訴
し
た
た
め
、
控
訴
審

に
要
す
る
弁
護
士
費
用
な
ど

で
あ
る
。

閉
会
中
の
所
管

事
務
調
査
事
項

○
総
務
常
任
委
員
会

　

防
災
の
現
状
と
課
題
及
び

今
後
の
対
策
に
つ
い
て

○
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　

学
校
の
現
状
と
今
後
の
在

り
方
に
つ
い
て

○
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

農
業
経
営
の
実
態
と
今
後

の
方
策
に
つ
い
て

次の議会は２月21日開会予定
“手続き簡単” 本館2階で住所・氏名などを書くだけ

議会を
傍聴して

第
１
回　

臨
時
会

　

１
月
２3
日
、
副
市
長
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
案
件
が

提
出
さ
れ
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。みませんか。

◆
副　

市　

長
◆

鶴
田　

康
夫　

氏
川
辺
町　

平
山

任
期　

２4
年
２
月
１
日
か
ら

　
　
　

２8
年
１
月
31
日
ま
で

※�

副
市
長
は
、
２
人
体
制
か

ら
１
人
体
制
と
な
り
、
同

氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
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3億4,424万円
210億9,032万2千円

補正額
予算総額

○
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
費

　
　
　
　
　
　

２
４
０
万
円

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
導
入

支
援
事
業
補
助
金
に
不
足
が

見
込
ま
れ
る
た
め
、
20
件
分

の
補
助
金
を
増
額
す
る
も
の

で
あ
る
。

　

補
助
額
は
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト

３
万
円
で
、
１
件
当
た
り

12
万
円
が
上
限
で
あ
る
。

【
南
九
州
市
課
設
置
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
】
は
否
決

一�

、副
市
長
が
一
人
体
制
と
な

る
こ
と
か
ら
、
更
に
部
長

制
を
廃
止
し
、
課
長
制
に

移
行
す
る
急
激
な
組
織
の

改
編
は
、
指
揮
系
統
の
乱

れ
か
ら
混
乱
を
招
く
恐
れ

が
あ
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。

二�

、
現
状
を
見
る
と
、
部
長

が
課
長
を
兼
務
す
る
こ
と

で
、
す
で
に
経
費
の
削
減

は
図
ら
れ
て
お
り
、
財
政

的
メ
リ
ッ
ト
が
見
い
だ
せ

な
い
。

三�

、
現
在
、
支
所
に
部
長
が

存
在
す
る
が
、
部
制
の
廃

止
に
よ
り
横
一
線
と
な
る

課
長
の
配
置
の
み
と
な
る

と
、
３
町
に
配
置
さ
れ
た

本
所
の
責
任
を
負
う
課
の

数
が
均
一
で
な
い
中
、
本

所
に
権
限
が
集
中
し
３
町

の
均
衡
が
取
れ
な
く
な
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

四�

、
総
合
支
所
方
式
を
とって

い
る
中
で
、
支
所
長
が
部

長
級
で
な
く
な
る
こ
と
に
よ

り
、
３
町
の
均
衡
が
崩
れ

る
と
い
う
住
民
不
安
が
生

じ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
総
務
常
任

委
員
会
の
報
告
が
あ
り
、賛
成・

反
対
の
討
論
も
な
さ
れ
採
決

の
結
果
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
課
設
置
条
例
に
関

連
す
る
【
南
九
州
市
防
災
会

議
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
】

も
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
副
市
長
の
定
数
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て
】
を
可
決
。

　

現
在
の
副
市
長
二
人
体
制

か
ら
一
人
体
制
と
す
る
条
例

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

陳
情
書
の
採
択

◇ 

郵
政
改
革
法
案
の
早
期
成

立
を
求
め
る
陳
情
書

　

現
行
の
郵
政
民
営
化
法
に

よ
り
郵
便
・
貯
金
・
保
険
の

業
務
が
四
つ
の
会
社
に
民
営

化
さ
れ
た
こ
と
で
手
続
き
が

煩
雑
化
し
、
サ
ー
ビ
ス
が
低

下
し
て
い
る
。
ま
た
、
過
疎

地
に
お
い
て
、
貯
金
や
保
険

の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な

い
事
態
や
局
が
閉
鎖
さ
れ
る

事
態
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
昨
年
４
月
閣
議
決
定
さ

れ
た
郵
政
改
革
法
案
の
早
期

成
立
を
も
と
め
る
陳
情
書
を

採
択
し
ま
し
た
。

民　

生　

費

○ 
新
子
ど
も
手
当
支
給
事
業

費

　
　

２
億
２
０
５
万
８
千
円

　

平
成
23
年
10
月
か
ら
、
子

ど
も
手
当
の
制
度
改
正
に
伴

う
経
費
で
あ
る
。

～
審
査
の
中
で
～

問　

新
制
度
の
支
給
月
額
及

び
支
給
対
象
者
数
は
。

答　

支
給
月
額
は
、
０
歳
か

ら
３
歳
未
満
が
１
万
５
千

円
、
３
歳
か
ら
小
学
校
修
了

前
の
第
１
子
及
び
第
２
子
に

１
万
円
、
第
３
子
以
降
に
は

１
万
５
千
円
、
中
学
生
は
一

律
１
万
円
で
あ
る
。

　

10
月
か
ら
１
月
ま
で
の

４
ヵ
月
分
で
、
対
象
者
は
延

べ
１
万
７
３
４
５
人
の
見
込

み
で
あ
る
。

○
生
活
保
護
扶
助
費

　
　
　

４
２
０
６
万
１
千
円

　

医
療
扶
助
費
が
当
初
見
込

額
を
大
き
く
上
回
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
増
額
す
る
も
の
で

あ
る
。衛　

生　

費

○
予
防
接
種
関
係
費

　
　
　

１
６
８
６
万
１
千
円

　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接

種
委
託
料
３
８
０
人
分
を
増

額
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

12
月
定
例
会
は
、
11
月
21
日
か
ら
11
月
28
日
ま
で
の
８
日
間
の
会
期
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
や
条
例
改
正
な
ど
議
案
26
件
、
陳
情
２
件
が
慎
重
審
議
さ
れ
、
南

九
州
市
課
設
置
条
例
の
制
定
な
ど
議
案
２
件
が
否
決
さ
れ
、
そ
の
他
の
議
案
な

ど
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
可
決
・
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

新子ども手当支給事業費など
　　　　　　　補正　一般会計
新子ども手当支給事業費など
　　　　　　　補正　一般会計
新子ども手当支給事業費など
　　　　　　　補正　一般会計

議会を
傍聴して

みませんか。

主

な

補

正

元気に遊ぶ子どもたち
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１
月
13
日
、
鹿
児
島
県
市

議
会
議
員
研
修
会
が
鹿
児
島

市
民
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

二
人
の
講
師
に
よ
り
「
東

日
本
大
震
災
に
学
ぶ
」、「
各

地
の
事
例
に
見
る
、
新
し
い

食
か
ら
の
地
域
再
生
」
の
演

題
で
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
巨
大
津
波

が
引
き
起
こ
し
た
災
害
と
被

い
か
に
や
る
か

　
　
　

南
九
州
市
議
会
議
員

編
集
委
員　

亀　

甲　

俊　

博

災
地
の
自
治
体
自
体
の
復
興

が
な
か
な
か
で
き
な
い
中
、

被
災
自
治
体
の
苦
悩
、
色
々

な
課
題
そ
し
て
震
災
か
ら
10

カ
月
経
っ
た
い
ま
必
要
な
こ

と
な
ど
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

川
辺
町
で
も
１
９
９
３
年

台
風
13
号
に
よ
り
土
石
流
が

発
生
し
９
人
の
犠
牲
者
が
出

ま
し
た
。「
戦
後
最
大
級
の

台
風
」
と
し
て
厳
重
な
警
戒

が
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
大
き
な
被
害

を
受
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

夜
中
の
暗
闇
の
恐
怖
の
中

で
の
災
害
救
助
や
、
そ
の
後

の
救
援
、
復
興
の
事
を
思
い

出
す
こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
時
の
教
訓
と
し
て
各

家
庭
に
防
災
行
政
無
線
が
整

備
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
の
結
び
に
、
大
災
害

と
い
う
緊
急
時
に
自
治
体
の

議
会(

議
員)

、
行
政
の
課
題

と
し
て
、

・
議
会
、
議
員
は
被
災
者
の

目
線
で
。

・
見
え
な
い
議
員
、
議
会
の

動
き
。

・
被
災
者
に
寄
り
添
っ
た
復

興
。

・
「
説
得
」
で
は
な
く｢

納

得
」
復
興
へ
十
分
な
議
論

と
時
間
の
場
。

な
ど
、
被
災
地
の
状
況
を
踏

ま
え
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

や
は
り
災
害
に
対
す
る
危

機
管
理
な
ど
を
考
え
る
上

で
、「
確
実
な
情
報
提
供
」

と
「
説
得
で
は
な
く
納
得
し

て
も
ら
う
た
め
の
十
分
な
議

論
と
時
間
の
場
」
を
市
民
と

持
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。

議会の動き
12月11日　南九州市議会議員選挙
　　12日　当選証書交付式
　　20日　議員懇談会
　　２7日　平成２3年第７回臨時会
　　　　　27日～平成24年１月６日

１月６日　議会運営委員会
　　13日　鹿児島県市議会議員研修会
　　17日　議会運営委員会
　　23日　平成24年第１回臨時会

２月13日　議会運営委員会
　　21日　本会議(開会)
　　24日　議会運営委員会

３月23日　本会議(閉会)

新
し
い
広
報
編
集
委
員
の
紹
介

編
集
後
記

　

平
成
24
年
の
新
春
を
迎
え

南
九
州
市
も
６
年
目
の
年
と

な
り
ま
し
た
。

　

議
会
も
新
し
い
構
成
と
な

り
、
平
均
年
齢
が
２
歳
若
返

り
５8
歳
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
若
い
力
が
こ
れ
か
ら
の
４

年
間
、
さ
ら
に
は
５
年
先
、

10
年
先
の
南
九
州
市
議
会
の

基
礎
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る

も
の
と
確
信
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
広
報
編
集
委

員
会
も
新
し
い
委
員
構
成
と

な
り
議
会
が
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
議
会
傍

聴
に
行
け
な
い
市
民
の
目
線

に
立
っ
て
分
り
や
す
い
紙
面

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
市
民

の
皆
様
の
率
直
な
ご
意
見
や

ご
感
想
、
ご
要
望
な
ど
お
聞

せ
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。　
　
　
（
峯
苫
）

　

議
会
だ
よ
り
の
編
集
は
、

今
回
か
ら
新
し
い
委
員
が
担

当
し
ま
す
。

委 

員 

長　

峯
苫　

勝
範

副
委
員
長　

田
畑
浩
一
郎

委　
　

員　

亀
甲　

俊
博

　
　
　
　
　

下
窪　

一
輝

　
　
　
　
　

西　
　

次
雄

　
　
　
　
　

吉
永　

賢
三




